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コーラゴーキン株式会社は、環境活動の取組みとして ‘０６年８

月に『エコアクション２１』の認証・登録されました。
夏季・冬季の節電（デマンドのピークカット）は、エンジンコンプ

レッサーを使用し、デマンド管理を実施しています。
『環境経営レポート』には、２０１７年版へ移行により ‘２０年

７月以降の内容も追記してあります。
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１．事業所名及び代表者の氏名
コーラゴーキン株式会社 本社工場

代表取締役社長 小浦 利一郎

２．所在地
〒３６６－０００１

埼玉県深谷市中瀬５５０番地１
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事 業 の 規 模 単 位 ５7期
('17/7～'18/6)

５８期
('18/7～'19/6)

５９期
('19/7～'20/6)

６０期
('20/7～’21/6)

原 材 料 購 入 量 t 1,904 2,269 1,922

売 上 高 百万円 1,596 1,787 1,530

従 業 員（派遣含まず) 人 69 71 70

派 遣 社 員 人 － 41 35

床 面 積 ㎡ 3,814 3,814 3,814

３．環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
環 境 管 理 責 任 者：総務課長 島﨑 宏

担 当 者(EA21事務局)： 同 上

連 絡 先 ：ＴＥＬ ０４８－５８７－２１４６（代）

ＦＡＸ ０４８－５８７－２２１３

ＵＲＬ http://www.cola-gokin.co.jp/

４．事業活動の内容
当社は、アルミダイカスト製品（自動車部品・通信電機器具部品等）を９種類

のアルミニウム合金の材質を使用し、鋳造工法も多岐にわたり、その鋳造から仕

上げ・機械加工までの一貫体制を整え、多くのお客様に納入しています。

５．事業の規模
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１．活動範囲
アルミダイカスト製品（自動車用、通信電機器具用等）の製造

２．エコアクション２１の推進体制
当社のエコアクション２１（ＥＡ２１）を運用する為の組織を下記のとおり制定し、推進

しています。

ＥＡ21推進会議
メンバーです。
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《基本理念》
当社は、社会の一員として『地球環境保全』が、全生命に共通する課題であることを認識し、

法令順守はもとより、『経営理念』の一つである『時流変革主義』に基づき、経営における課題
とチャンスを踏まえ、時流に乗り遅れることなく、事業活動の全領域にて、環境保全に配慮し、
行動することにより、変転する市場と顧客に信頼される企業を目指します。

《行動指針》
当社は、事業活動“ダイカスト製品（自動車用、通信電機器具用等）の製造”の全領域

で、環境に何らかの影響を与えていることを認識した上で、環境に優しい活動を推進しま
す。

１． 省資源、省エネルギーの推進を図ります。
２． 環境関連法令を遵守します。
３． 次の事項を重要な課題として、環境目標を設定します。顧客ニーズの多様化へ対応

する為に、一貫生産や多様な工法の提案などの効果的な取り組みを行います。
（１） 二酸化炭素排出量の削減
（２） 廃棄物排出量の削減
（３） 排水量の削減

４． 有害化学物質使用状況の把握とその適正管理を行います。
５． 『環境経営方針』の周知徹底を含む、環境教育を実施し、全社員の環境意識の向上

を図ります。

経営方針及

び品質方針と

共に、各職場

に掲示してい

ます。

最終改訂日２０２０年 ９月 ８日
制 定 日２００５年１１月１０日

コーラゴーキン株式会社
代表取締役 社長

小浦 利一郎
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４４期に活動をスタートして１２年が経過した為、３年間の目標を見直し、当社におけ
る５６期(‘16/7～’17/6)の環境負荷実績に基づき、各項目毎に目標を定め、活動してき
ました。

原単位：生産額当たり（４７期に売上額より見直し）
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（※1）

１．二酸化炭素排出量（エネルギー消費）の目標とその実績

t-CO2 単 位
基準値

（５６期）
５７期

('17/7～'18/6)

５８期
('18/7～'19/6)

５９期
('19/7～'20/6)

第５
中期計画

t-CO2 実績 3,770 3,621 3,929 3,430

(原単位)
㎏-CO2/百万円

目標 － 4,149(▲2%) 4,107(▲3%) 4,107(▲4%)

実績 4,352 4,281 4,353 4,535

結 果

(※１)二酸化炭素排出量については、ＬＰＧの排出係数は、「0.0161 tC/GJ」、電力の排出係数のデフォルト
値を「0.495kg-CO2/kWh」にて再算定してあります。

t-CO2 単 位 基準値
（第５中期）

６０期
('20/7～'21/6)

６１期
('21/7～'22/6)

６２期
('22/7～'23/6)

第６
中期計画

t-CO2 実績 3,660

(原単位)
㎏-CO2/百万円

目標 － 4,340(▲1%) 4,296(▲2%) 4,252(▲3%)

実績 4,384

結 果
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２．二酸化炭素排出量の推移
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３．廃棄物排出量(有価物含まず）

t-CO2 単 位
基準値

（５６期）
５７期

('17/7～'18/6)

５８期
('18/7～'19/6)

５９期
('19/7～'20/6)

第５
中期計画

t 実績 56.66 52.41 56.44 52.06

(原単位)
㎏/百万円

目標 － 64.76(▲2%) 64.10(▲3%) 63.45(▲4%)

実績 65.41 61.96 62.53 68.84

結 果
t-CO2 単 位 基準値

（第５中期）
６０期

('20/7～'21/6)

６１期
('21/7～'22/6)

６２期
('22/7～'23/6)

第６
中期計画

t 実績 53.64

(原単位)
㎏/百万円

目標 － 62.96(▲2%) 62.31(▲3%) 61.67(▲4%)

実績 64.24

結 果
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４．廃棄物排出量の推移
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５．産業廃棄物の詳細

種 類 ４４期 ４５期 ４８期 ５１期 ５４期
廃油・含油水（ｔ） 10.70 12.43 38.10 32.03 35.96

廃プラスチック（ｔ） 2.14 2.03 3.58 6.17 4.23

木くず（ｔ） 3.36 4.34 1.58 3.40 1.48

煉瓦くず（ｔ） 0.29 5.15 0.74 2.34 1.96

汚泥（ｔ） 0.00 0.00 0.00 0.18 0.00

金属くず（ｔ） 15.79 11.69 5.31 0.00 0.00

合 計 32.28 35.64 43.31 44.12 43.63

種 類 基準(５６期) ５７期 ５８期 ５９期 ６０期
廃油・含油水（ｔ） 40.21 37.83 40.61 38.34

廃プラスチック（ｔ） 2.92 2.64 4.65 3.97

木くず（ｔ） 0.70 0.33 1.49 0.00

煉瓦くず（ｔ） 0.75 0.00 0.00 0.26

汚泥（ｔ） 0.25 2.96 0.00 0.00

金属くず（ｔ） 0.00 0.00 0.00 0.00

合 計 44.83 43.76 46.75 44.12

減 少
増 加

排出無
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６．有価物排出量の推移
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７．水資源投入量(総排水量)

t-CO2 単 位
基準値

（５６期）
５７期

('17/7～'18/6)

５８期
('18/7～'19/6)

５９期
('19/7～'20/6)

第５
中期計画

千㎥ 実績 120.9 147.3 186.0 150.2

(原単位)
㎥/百万円

目標 － 138.1(▲1%) 136.7(▲2%) 135.3(▲4%)

実績 139.5 174.1 206.1 198.5

結 果
t-CO2 単 位 基準値

（第５中期）
６０期

('20/7～'21/6)

６１期
('21/7～'22/6)

６２期
('22/7～'23/6)

第６
中期計画

千㎥ 実績 161.1

(原単位)
㎥/百万円

目標 － 191.1(▲1%) 189.1(▲2%) 187.2(▲3%)

実績 193.0

結 果
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８．水資源投入量の推移

44期 45期 48期 51期 54期 55期 56期 57期 58期 59期 60期 61期 62期

市水 0.07 0.13 0.08 0.31 1.12 1.25 4.21 6.25 6.99 6.68

地下水2 0.00 0.00 5.52 6.92 0.00 0.00 0.01 0.00 0.00 0.00

地下水1 224.35 183.06 63.84 90.08 111.74 93.36 116.64 141.01 179.03 143.47

原単位 398.8 302.5 107.5 108.0 142.8 121.6 139.5 174.1 206.1 198.5
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(※２)排水量(水資源投入量）の原単位は、４４期記録がない為、４５期実績にて算出してあります。
(※３)平成２０年８月に休止していた井戸の使用を再開しましたが、平成２５年４月に休止しました。
(※４)夏季の節電対策の為、検査場屋根に散水を開始しました。

（※２）

（※３）

（※４）
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１．二酸化炭素排出量の削減（原単位：生産額百万円当り）
二酸化炭素排出量は、５６期実績に対して、今期：４％以上の削減を目標としています。
尚、主要な項目としては、５６期実績より全体の９８．０％を占めている、購入電力（３

３．６％）、ＬＰＧ（６４．４％）の２項目としています。
（１）設備稼働率の向上
（２）コンプレッサーの稼動状況の管理と点検(エアー漏れ対策）
（３）溶解(保持)炉の効率向上(更新含む）
（４）節電（電灯の間引き,エアコンの使用制限等）

２．廃棄物排出量の削減（原単位：生産額百万円当り）
廃棄物排出量は、５６期実績に対して、今期：３％以上の削減を目標とし、飲料水の自動

販売機(外部業者)による廃棄物は、４５期より適用除外としています。
（１）木パレ納入業者への返却の徹底
（２）ダンボールの再利用
（３）廃棄物から有価物へ

３．水資源投入量の削減（原単位：生産額百万円当たり）
水資源投入量は、５６期実績に対して、今期：３％以上の削減を目標としています。
（１）冷却水の循環率向上
（２）節水の徹底
（３）散水・放流方法の見直し

４．法令遵守の整備
（１）必要な資格の整備
（２）届出の確認（届出の提出）
（３）資格等の取得（教育）

５．有害化学物質使用状況の把握とその適正管理
（１）ＳＤＳ（安全データシート）等による確認

《ＭＥＭＯ》
鋳造設備が停止していても、

溶解(保持)炉は、アルミ合金
の溶湯温度を保持する為に、
常に稼動している。

鋳造設備の停止が、５日以

上の場合には、溶湯を汲出し、

炉を原則停止とします。

適用除外

揚水機水量計
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１．二酸化炭素排出量の削減
（１）設備稼働率の向上図るため、専任者の保全活動をしました。

改組して総務課に保全係を移動しました。（平成２２年７月）

（２）専任者によるコンプレッサーの稼動状況の管理と点検を実施しました。
定期巡回によるエアー漏れの点検・修理を実施しています。

（３）溶解(保持)炉の効率は、ガス量、空気量の比率の見直しを実施しています。

溶解(保持)炉については、 '１８年８月に３基、 '１８年１２月に３基、 '１９

年４月に６基の補修を実施しました。
※気体密度（購入量:ｔ/使用量:㎥）として監視してます。

（４）夏季・冬季の節電については、電灯の間引き、エアコンの使用制限、エンジン

コンプレッサーの使用でデマンドのピークカットを実施しました。

コンプレッサー１００馬力を（奥が、'１７年
９月、手前が、'１６年２月）更新しました。

エンジンコンプレッサーを（'１１
年７月）新設しました。

ベーパーライザー１台を（'１１
年９月）更新しました。

バルクタンク（'１１年１２月）更新
しました。

コンプレッサー５０馬力を（'１７年１月）
７５馬力に増強し、新設しました。
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２．二酸化炭素排出量の削減への

５９期目標

56期実対績にし

４％減
(㎏-CO2/百万円)

５ ９ 期 実 績 結 果 評 価

電
力

56期実績に対し

3.3％減
(㎏-CO2/百万円)

今年の使用量は、新型
コロナウイルス感染症の
影響と58期にダイカスト
マシンの更新等をしたこ
とで、56期実績に対して、
総量では-15.5%でした。

Ｌ
Ｐ

Ｇ

56期実績に対し

8.3％増
(㎏-CO2/百万円)

新型コロナウイルス感
染症の影響により、5,6月
の減産にも拘らず、56期
実績に対して、生産重量
は、+2.7%と増加したもの
の、溶解保持炉の使用量
は、-5.5％でした。
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３．最大需要電力等の推移
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４．ＬＰＧの使用状況
鋳造課にて使用している燃料(ＬＰＧ)に関しては、各鋳造機毎に溶解(保持)炉があり、それぞれにガ

スメーター（単位：㎥)が設置されている為、鋳込重量１ｔ当たりの原単位にて管理しています。

《ＭＥＭＯ》

溶解(保持)炉のガ
スメーターです。

《ＭＥＭＯ》
鋳込重量とは、金型に充

填されたアルミの重量で、
製品部重量と製品部以外
（湯口部、ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ部等）
の総重量です。
尚、製品部以外は、再溶解
し、原材料として使用され
ます。

Ｌ Ｐ Ｇ(ﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾞｽ)

湯洗浄(温水)【加工課】

食 堂

単位：㎏

単位：m3

１m3＝２．０７㎏として換算しました。

'09年10月にﾌﾞﾀﾝ･ﾌﾟ
ﾛﾊﾟﾝｶﾞｽからﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾞ
ｽに変更しました。

ボ
ン
ベ

バ
ル
ク
タ
ン
ク

溶解(保持)炉【鋳造課】

金型の予熱 【鋳造課】
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５．廃棄物排出量の削減
（０）ごみの分別化の定着を目指して、４５期のＥＡ２１推進会議にて、分別方法を見直し

協議し、決定しました。

（１）木パレ納入業者への返却の徹底を推進をしています。

（２）ダンボールの再利用を推進をしています。

（３）廃棄物から有価物への転換を推進をしています。

対象外

５９期目標

56期実対績にし

３％減
(㎏/百万円)

５ ９ 期 実 績 結 果 評 価

廃
棄

物

56期実績に対し

8.5％増
(㎏/百万円)

今年の一般・産業廃棄
物の排出量は、56期実績
に対して、総量では-8.1%
でした。

Ⅰ: 可燃ごみ

紙･布･木くず等

Ⅱ: 資源ごみ

アルミくず等

Ⅲ: 廃プラ

プラ箱･ラップ等

Ⅳ: 不燃ごみ

左記以外
(電池及び蛍光灯は除く）

Ⅴ:飲料水

用容器
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６．水資源投入量(総排水量)の削減
（１）冷却水循環施設の設置【2006年11月設置】

金型冷却に使用した水の再利用を実施しています。

（２）水資源の『無駄使い防止』の掲示をしています。

（３）散水・放流方法の見直しをしています。

５９期目標

56期実対績にし

３％減
(㎥/百万円)

５ ９ 期 実 績 結 果 評 価

水
資

源

56期実績に対し

46.7％増
(㎥/百万円)

今年の水資源投入量
（総排水量)は、機械加工
後の洗浄への使用が増加
の為、56期実績に対して、
総量でも+24.2%でした。

《ＭＥＭＯ》
夏期には、冷却能力と地下水の揚水との電

力関係で再利用せずに放流する水量が多く

なっています。

《ＭＥＭＯ》
夏期('１１年７月より)には、検査場の屋根

に地下水を散水し、電力使用量を抑制する為、
水量が多くなっています。
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７．法令遵守の整備

（１）環境関係の資格の取得状況（1/2)

環 境 活 動 計 画 の 内 容 実 績 結 果 評 価

必要な資格の整備をする。
必要な資格の整備は進展し、届出等
も計画的に実施しました。

届出の確認(届出の提出)をする。

資 格 制 度 名 58期までの取得者数 59期の取得者数 取 得 者 総 数

公害防止管理者

(大気関係第一種) １(名) ０(名) １(名)

(水質関係第一種) １(名) ０(名) １(名)

(騒音・振動関係) １(名) ０(名) １(名)

(ダイオキシン類関係) １(名) ０(名) １(名)

公害防止主任者(騒音・振動関係) １(名) ０(名) １(名)

エネルギー管理士 １(名) ０(名) １(名)

エネルギー管理員(資質向上講習) １(名) ０(名) １(名)

特別管理産業廃棄物管理責任者 １(名) ０(名) １(名)

毒物劇物取扱者(一般) １(名) ０(名) １(名)
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７．法令遵守の整備
（１）環境関係の資格の取得状況（2/2)

資 格 制 度 名 58期までの取得者数 59期の取得者数 取 得 者 総 数

衛生管理者 ３(名) ０(名) ３(名)

安全管理者 １(名) ０(名) １(名)

電気工事士(第二種) １(名) ０(名) １(名)

危険物取扱者

(甲種) ２(名) ０(名) ２(名)

(乙種１種) １(名) ０(名) １(名)

(乙種３種) １(名) ０(名) １(名)

(乙種４種) ４(名) ０(名) ４(名)

(乙種５種) １(名) ０(名) １(名)

(乙種６種) １(名) ０(名) １(名)

防火管理者(甲種) ２(名) ０(名) ２(名)

プレス機械作業主任者 １(名) ０(名) １(名)

フォークリフト運転技能講習修了者 ３２(名) ２(名) ３４(名)

玉掛技能講習修了者 ８(名) ２(名) １０(名)

救命講習修了者(消防) (普通:新規,再講習) ６１(名) ９(名) ７０(名)
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８．有害化学物質使用状況の把握とその適正管理
（1）ＳＤＳ（安全データシート)による確認

※対象となる有害化学物質は確認できませんでした。

９．排水処理施設の設置 【2007年1月設置】 【2010年5月能力アップ工事】

１０．その他の環境活動等
（１）感謝状と記念品を拝受【2016年12月】

（２）感謝状を拝受【2017年3月】

改造前 改造後

〖埼玉新聞2017年3月14日版〗
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１０．その他の環境活動等
（３）注水厳禁の表示【2008年5月設置】

（４）救命処置(心肺蘇生法とＡＥＤの使用)の訓練【2020年1月6日第５回実施】

（５）環境活動等の啓蒙

※【2010年7月9日より】

《ＭＥＭＯ》
鋳造工場は、工業炉があ

り、"放水厳禁"エリア（水
蒸気爆発の懼れ）の為です。
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Ⅶ

環境関連法規の遵守状況は、７月１９日に確認しました。その結果は、下表のとおりでした。

主 な 適 用 法 規 該 当 す る 活 動 遵 守 状 況

騒音規制法・振動規制法

特定施設の届出
規制基準の遵守
公害防止監督者等の選任・届出
公害防止主任者等の選任・届出

自主測定で若干規制値外
騒音抑制への計画検討中

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
産廃業者との契約締結
マニフェスト管理
マニフェスト交付等状況の報告

遵 法

水質汚濁防止法
(埼玉県生活環境保全条例)

排出基準の遵守
排出水の測定

遵 法

エネルギーの使用の合理化等に関す
る法律

定期報告書の作成・報告
中長期計画書の提出
エネルギー管理統括者選任・届出
エネルギー管理企画推進者選任・届出
エネルギー管理員選任・届出

遵 法

地球温暖化対策の推進に関する法律 ＧＨＧ算定排出量の報告(上記定期報告書による) 遵 法

埼玉県地球温暖化対策推進条例 地球温暖化対策計画作成・報告・公表 遵 法

埼玉県生活環境保全条例
(地下水の採取規制)

揚水施設使用等の届出（変更）
地下水採取量の報告

遵 法
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Ⅶ

過去１４年間、関係機関等からの指摘はなく、違反、訴訟等も１件もありませんでした。

主 な 適 用 法 規 該 当 す る 活 動 遵 守 状 況

消防法
(深谷市火災予防条例)

少量危険物の取扱
消防活動阻害物質の貯蔵、取扱(指定数量未満）
炉設置の届出
消防訓練計画の通知

遵 法

浄化槽法
法定検査
保守点検
清掃

遵 法

環境関連法規は、環境関連
の書籍及び関係機関のホー
ムページ等にて確認しまし
た。
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今期は、コロナ禍による受注状況等の変化により、環境目標が未達成となって
いる。周囲の状況に合わせ、目標達成に向け計画を推進する。

（１）省エネ設備への更新について、年度末までにトリミング機１台の更新（油圧⇨サーボ
モーター）を計画する。

（２）工場の５Ｓを推進する。

１．二酸化炭素排出量の削減（原単位：生産額百万円当り）
（１）設備稼働率の向上を図るため、専任者の保全活動
（２）コンプレッサーの稼動状況の管理と点検・修理を実施(エアー漏れ対策）
（３）溶解(保持)炉の効率向上は、ガス・空気の比率の見直しを実施(補修を含む）
（４）節電（電灯のＬＥＤ化と間引き,エアコンの使用制限等）

２．廃棄物排出量の削減（原単位：生産額百万円当り）
（１）木パレ納入業者への返却の徹底
（２）ダンボールの再利用
（３）資源ごみの産業廃棄物から有価物での処理

３．水資源投入量の削減（原単位：生産額百万円当たり）
（１）冷却水循環施設による金型冷却に使用した水の再利用を実施
（２）節水の徹底は、『無駄使い防止』の掲示
（３）散水・放流方法（量・時間等）の見直し

４．法令遵守の整備
（１）必要な資格の整備
（２）届出の確認（届出の提出）
（３）資格等の取得（教育）

５．有害化学物質使用状況の把握とその適正管理
（１）ＳＤＳ（安全データシート）等による確認（新規購入品は、事前確認）


